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出しを大きくしたい別の理由としては、土と漆喰で
つくられた壁体の保護のために、軒の出を確保した
いという要求も考えられる。図１下段のような塗り
上げの場合には、軒の出の確保に伴って鉢巻の張り
出し寸法が大きくなるのだが、今回調査した土蔵の
ように置屋根形式であれば、軒の出の確保は二重屋
根に委ねることができるはずで、やはり、これほど
の鉢巻の張り出し寸法をつくった機能的な理由がみ
つからない。それどころか、実際に土の付け代が大
きくなりすぎることによる重さというデメリットさ
えも感じられる。それではなぜ、張り出し寸法を大
きくしようとしたのか、意味のない仕事なのかとい
うと、そんなことはない。土蔵という建築にとって

“見栄え”の良さは重要であり、大きく張り出し、
段により彩られた鉢巻は、土蔵の立派さ、豪華さ、
裕福さに大いに貢献しているのは確かである。
　図１の上段、右から二番目・三番目の土蔵は、置

屋根だが土蔵本体の軒が出ており、これらの例もま
た、二重屋根に委ねればよい軒の出が土蔵本体につ
くられ、機能的な必然性は思い当たらないが、塗り
込められた軒が突き出して豪華な外観をつくりだし
ている。こうした機能的な合理性だけでは説明のつ
かないところに、土蔵という建築の面白さがあるよ
うに思えてならない。
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【注】注１）文献２）にはこれらの鉢巻の他に、出桁のある
場合についても書かれている。
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